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計画名称 

  

第５次行財政改革大綱及び実施計画 

 

 

策定の趣旨 

（目 的） 

 

 

これまでの行政サービスの質を維持しつつ、新たな行政ニーズへの対

応に取り組む必要があり、そのためにも持続可能な財政運営と計画的で

効率的な事務事業の推進に努めるとともに、新しい時代に対応した人材

育成と行政課題に柔軟に対応できる組織体制の構築など、継続的な行政

運営への創意工夫が求められる。 

これらの課題を解決し、行政ニーズに応え、第 6次総合計画の実現を

図るため、行財政運営の方針と具体的な取り組みを示し、行財政改革を

推進する。 

 

計画期間 

〔策定年月日〕 

令和４年度 ～ 令和８年度の５年間 

〔令和４年３月策定〕 

総合計画、法令

等の位置づけ 

・策定の根拠となるもの 

 

 第６次総合計画 

 

 

計画の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・主な内容（特徴、予算、その他） 

 

第 5 次行財政改革では、行政と住民が町の現状と課題を共有し、協働

によるまちづくりを推進するとともに、健全な財政運営の継続が図れる

よう事業の見直しなどによる効果の高い財政運営や財源の確保に努め、

行政運営の効率化と行政課題へ柔軟に対応できる組織づくりなどを重

点施策と位置づけ取り組みます。 

≪施策項目≫ 

 ・住民協働による地域運営とまちづくり 

 ・持続可能な財政運営の推進 

 ・効率的な行政運営 

 ・行政課題に柔軟に対応できる組織づくり 

 

・計画策定体制（計画を策定した組織・機関とプロセス） 

  

第 4 次行財政改革大綱をもとに素案を作成し、「改革会議」等庁内会

議により検討した。議会に説明。 

 

・策定時の町民意見聴取手法 

 

 大綱案を策定後、パブリックコメントを実施した。 

 

・計画推進体制（計画を推進する組織・機関とそのプロセス） 

 

 第 5 次行財政改革大綱をもとに、各課において計画期間内における目

標（値）を定め、それに向けた取り組みや方針などを示す実施計画（案）

No.１ 



を作成する。その計画の実現に向けた施策の実施状況等を毎年度、検証

し、必要に応じて適宜見直すなど、計画の着実な推進と時代環境との整

合性の確保を図る。 

 なお、実施計画の策定にあたっては、行財政改革審議会を設置し、計

画内容を審議するとともに、住民目線による行財政改革の実現を図るた

め、住民意見の聴取に努める。 

・目標設定の有無（数値目標の有無） 

 

 大綱上では数値目標はないが、実施計画には計画期間における目標

（値）を設ける。 

・評価方法 

  

 実施計画における当該年度末の実績と目標値により、年次評価（進捗

状況）を導き出す。また、その情報（進捗状況等）については公開する

ものとします。 

主な施策と 

進捗状況 

 

進捗状況（令和４年度末現在） 

  

 現在は、各課における実施計画の素案を作成した状況。令和 5年度に

は、それをもとにヒアリングを実施し、実施計画案を作成し、その計画

案をもとに審議会を開催し、実施計画を完成させる。 

 本格的に実施計画に基づく、行財政改革の推進はそれ以降となるが、

だからといって行税制改革の流れを止まるのではなく、これまでの取り

組みを継続し、財源の確保と行政運営の効率化を図る。 

 

未執行の施策

と執行できな

い理由 

 

 

〔課題 A〕 

 

 

 現在、実施計画作成のため、各課に計画案を作成してもらっている。

町長選挙、人事異動等があったため、計画案の審査、ヒアリング等の準

備に時間を要しているが、急ぎ準備を進め、実施計画を作成したい。 

 

 

今後の計画 

の進め方 

 

〔課題 Aの 

解決策〕 

 

 すでに提出されている実施計画案の内容を審査し、それをもとにヒア

リングを実施する。今年度下半期で審議会を開催し、実施計画を確定さ

せ、早いものでは新年度予算から計画が反映できるよう作業を進める。 

 

総合的な 

自己評価 

 

 

 

計画全体の総合評価 〈 - 評価〉 

 

ランク分け Ａ＝達成できた Ｂ＝概ね達成できた Ｃ＝一部達成で

きた Ｄ＝ほとんど達成できていない  

 

※上記評価となった理由 

 

 実施計画策定途中ということもあり、「評価なし」とした。 

※参考資料がある場合は添付すること。 


